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チェルノブイリ原発事故による放射能被災者の
心理的影響に関する研究（2 ) 
し目的
チェルノブイリ原発事故に関しては、そ
の規模の大きさや被害の大きさによって世
界的な注目を浴びて、今日も医学的な援助
を中心として様々な援助活動がなされてい
る。また、後に述べるように社会的な問題
を有しているので、ジャーナリズムのレベ
ルで多くの論議がなされている。
しかし、これらの調査研究やジャーナリ
ズムの記事の中でも心理的な影響に関する
ものが極めて少ないのが特徴的である。そ
の理由をある程度明確にするのも本論の目
的である。
本論は前回発表した γチェノレノブイリ原
発事故の心理的影響に関する研究（ 1)」
の第2報である。今回は調査研究が医学の
領域でなされ、またジャーナリズムの領域
では、原発が有効か、要不要論議、原発事
故の可能性や危険性に関する論議が多い中
で、心理的影響がどのようなものであり、
これからどのような接近が可能かについて、
現在進行しているわれわれの研究の位置付
けを千子っておくことを目的とする。
ム研究の領域
2 " 1 チェノレノブイリ原発事故の被災
に関する研究は多岐にわたっている。第1
に、圧倒的に医学的な研究がなされている。
生命を脅かすものであり、身体への影響や
そのプロセスを明確にする研究を中心とし
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たものである0
2 " 2 次に多いのは、チェルノブイリ
原発事故の被災者について生活の様子を報
告したものである。これにはチェルノブイ
リやその題辺の被災地に直接訪問して様子
を報告したNp Oの活動である。研究とい
うより、活動調査報告ないし現地観察の感
想文といったものである。
2 .3 われわれの関心は被災者の心理
的影響に関するものであるが、この領域の
研究は今までのところ多くない。日本にお
いては皆無である。これには理由があるで
あろう。調査研究の展望と共に、理由を明
らかにしてみたい。
に調査研究の展望
3 " 1 医学的な調査研究
国際原子力機関（InternationalAtomic 
Energy Agency, IAEA、本部ウィーン）
が1990年から1991年において現地調査を行
っている（IAEA、1991）。事故後、 4年
から 5年にかけてのものである。日本から
も放射線専門の医師が10名参加している。
結果はハイ＠リスク＠ブアクター群である
放射能清掃に当たった消防士やその家族を
除外して資料を整理するなどしているため、
やや結果が不十分のままであることが指摘
されている。それでも初めてまとまった調
査研究資料となったことは確かである。
資料の信溶性が問題になるのは、事故が
国家の安全基準や管理を間われるものにな
るので、事故岳体を軽いものとして発表す
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ることもないとはいえない。深刻な事態の
資料は国家機密となり、隠蔽されたりする
ことが起こることもある。この点、で原子力
問題は政治的な色彩を帯びやすい性質を有
していることを意識しておく必要がある。
医学的に何が起こったかについては、第
1報に示しているので、ここでは繰り返さ
ない。これについては、 IAEAの調査に参
加した蔵本の報告（1992）があることを記
しておきたい。
3 " 2 チェルノプイリ原発事故の被災
者の生活に関するもの
これは日本の場合、広島や長崎のボラン
ティア団体が精力的な支援活動を行うこと
から生まれた報告書である。その悲惨や苦
しみなどが記述されている。日本に発表さ
れる場合、月刊誌やボランティアの報告書
といった形をとっている。これについては、
（表1参照のこと）を示しておきた
い。まず、日本語で書かれたものと翻訳と
を並べ、次に英文の著書を並べる。
これらは次のようにまとめることができ
るだろう。まず、 4つのカテゴリー、つま
り、 A：原子炉の解説＠危険性について、
B：チェルノブイリ事故そのものの説明 e
危険性、 c: 被爆者について、 D：医学
的＠理学的な調査と解説、の領域である。
これら しているところもあるが、強
調点、や重点、をおいているところによって分
類した。次に、それぞれのグループについ
てまとめておきたい。
A）原子炉の解説＠危険性について
日本においては、第2次大戦において、
広島と長崎に原子爆弾が投下され、被爆の
犠牲者を多くだしたことと、生存している
被爆者の長い苦しみがいろいろの形で表現
されている。その経験を土台として原爆禁
止の運動でも中心的な役割を果たしている。
したがって、原子炉における事故とその結
果起こった放射能被爆の心身への影響に対
しては、敏感に反応し、また援助活動にお
いても中心的な役割を果たしている。この
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く和書〉
し赤塚夏樹著（1986）ヲチェルノプイリ原発事故と坊災対策：島根原発は大丈夫か？＠たたら書
房（ふるさとブックレット：出陰の自然と文化： 5)
ム芥真木原作＠構成：村田健司ラなかまる修一作画（1989）ラマンガチェルノプイリ：原発汚染
の恐怖e 全国朝日放送
3.朝E新聞社原発問題取材班著（1987），地球被爆：チェルノプイリ事故と日本．朝日新聞社
4.土井淑平著（1988）ラ京子力神話の崩壊：ポスト＠チェルノプイリの生活と思想．批評社
5.エネルギー矯報研究会編著（1992）ラ社説でみるエネルギー＠環境＠原子力：チェルノプイリ
から湾岸戦争ラソ連消滅まで’86～’91.渓声社
6.藤田祐幸著（1987），ポスト＠チェルノプイリを生きるために：暮しと原発．御茶の水書房
7. グー パレプラ V著： （永村純一ラ油田正弘訳）ヲよもぎの患がおちた（1989），チェルノプイリ
のファントム．アイピーシー
札ハンマンヲ Hラパーロット， S著： （小笠原信之ヲ青山明弘訳） (1988）ラチェノレノブイリのメ
イデー：大穆事はなぜ起きたか：英間人ジャーナリストが追う＠一光社
9.広河j盗ー著（1995），チェJレノプイりから広島へ＠岩波書店（岩波ジュニア新書； 251)
10.広河隆一著（1996）ラチェルノブイリと地球．講談社
11.広瀬隆著（1987），危検な話：チェルノプイリと日本の運命．八月書館
12.広瀬経＠広河隆一著（1988）ラ四番目の恐怖：チェルノプイリラスリーマイル島，ウィンズケ
ケール，そして青森をつなぐ運命．講談社
13.広瀬隆著（1989），危険な話：チェルメプイリと日本の運命．新潮社（新潮文庫）
チェルノプイリ原発事故による放射能被災者の心理的影響に関する研究（ 2) 
14.石川迫夫著（1996），原子炉の暴走： SL-1からチェルノブイリまで．日刊工業新聞
15.神奈川県高教組原子力読本編集委員会著（1989），チェルノプイリは警告する（京子力読本：
高校生の平和学習のためにラ神奈川県高教組原子力読本編集委員会著； part2）.東研出版
（改訂1991)
16.木原省治著（1997）ラヒロシマ発チェルノプイリ：僕のチェルノプイリ旅行．七つ森書館
17.近藤駿介著（1987），やさしい原子力Q&A：そのしくみと安全性，チェルノプイリラ各種新
型炉，核融合．山下出版
18.久慈力著；有川さぶイラスト（1987），チェルノプイリ黙示録：原子力国家の崩壊．新泉社
19. 中島哲演著（1988），原発銀~·若狭から：スリーマイル＠チェルノプイリ＠そして日本．光
雲社
20.七沢潔著（1996），原発事故を問う：チェルノプイリから，もんじゅへ．岩波書店（岩波新書）
21. 日本共産党中央委員会出版局（1991），原発事故と「安全神話J ：美浜＠チェルノプイリの教
百I.
22.佐藤一男著（1988），回想チェルノブイリ原発事故．電力新報社
23.佐藤幸男，和田あき子著（1996），チェルノブイリから何を学んだか．岩波書店（岩波ブック
レット； No.395)
24.瀬尾健著（1992），チェルノプイリ旅日記：ある科学者が見た崩壊間際のソ連．風媒社
25.田中靖政著（1989），チェルノプイリ＠シンドローム：原子力の社会学PartI.電力新報社
26.寺島東洋三，市川龍資編著（1989），チェルノプイリの放射能と自本：原子炉事故の教訓！と対
策．東海大学出版社
27.豊崎薄光〔写真〕 ；大阪人権歴史資料館編集（1991），核汚染の大地：ロングラップ＠ビキニ
＠スリーマイル＠チェルノプイリ：フォトドキュメント1978～1991.大阪人権歴史資料館
28.豊崎薄光著（1996），核の影を追って：ビキニからチェルノブイリへ（気球の本；シリーズ
現代の旅行家）.NT T出版
29.ウェア， R.E.著； （高木仁三郎訳） (1992），涼発事故はどうおこるか：チェノレノブイリより
危険な軽水炉．原子力資料情報室
30. Veit, B.著；遠山義孝絹（1992），原子力とは何か：チェルノプイリの波紋．郁文堂
31.ヴォルフ， c.著； （保坂一夫訳） (1997），チェノレノプイリ原発事故（クリスタ＠ヴォルブ選
集； 2）.恒文社
32.綿貫礼子著（1991），大地は死んだ：ヒロシマ。ナガサキからチェルノブイリまで．藤原書店
33.山内正史〔ほか〕著（1988），チェルノブイリ原子力発電所事故の日本人への影響：放射生態
学的調査研究に基づく被曝線量評価．放射線塁学総合研究所
34.柳田耕一著（1988），水俣そしてチェルノプイリ：わたしの同時代ノ－ 1',径書房
く英文著書〉
1. Gale, RP. and Thomas Hauser (1988), Final warning: The Lagacy of Chernobyl. Warner 
Books 
2. Gumprecht, D., H. Heller, A. Kindt (eds.) ; (translation), Bernd W. Schmidt (1988), Im-
pact of the Chernobyl power plant accident on the Federal Republic of Germany: Activ-
ity concentrations in the Federal Republic of Germany; Recommendations for limiting 
exposure to radiation; Radiation exposure to the population and valuation; Comprehen” 
sive report of the Commission on Radiological Protection, Gustav Fischer 
3 . Marples, D.R. ; introduction by Victor G. Snell (1988), The social impact of the Cherno-
byl disaster. Macmillan 
4.抗asafumi,Uchiyama,et at (1988), Environmental and health consequences in Japan due 
to the accident at Chernobyl nuclear reactor plant. Safety Analysis Unit, NIRS （山内正史
著の英訳）
B：チェルノブイリ事故の説明＠危験性に関するもの
く和書〉
1.朝日新聞「原発問題」取材班著（1990），チェルノプイリ。汚染大地： 5年自の報告．朝日新
聞社
3 
4 
2.ベルベオーク， B.，ベルベオー ク， R.著；桜井欝児訳（1994），チェルノブイリの惨事．緑風
出版
3. 夕、ニロヴィッチヲ N.他構成。監修（1989），チェルノプイリ＠ルポルタージュ：写真集．ア
イピーシ－
4.原子力資料情報室編（1987），チェルノプイリ原発事故関連資料集，原子力資料悟報室
5.ガムパロブ， M.〔ほか〕著；グルッペ G.訳（1989），チェルノブイリは女たちを変えた．社
会思想、社
6.ギゲピッチ， W.［ほか］著；瀬尾英吉訳（1993），チェルノプイリ被爆：ベラルーシから．草
土文化
7. グー パレブ， V.著；金光不二夫訳（1987），石棺：チェルノプイリの黙示録．リベルタ出版
8.広河隆一著（1990），核の大地：チェルノプイリ，そして汚染の世界を行く．講談社
丸広消隆一著（1991），チェルノプイリ報告．岩波書店（岩波新書；新赤版）
10.広河隆一著（1996），チェルノプイリの真実．講談社
1.広河隆一総監修。撮影（1996），チェルノプイリの真実：追い続けた10年間，生命（いのち）
の挟像記録．講談社（講談社ビデオ）
12.広河隆一編著（1999）ラチェルノプイリの悲劇（震発。核＠写真＠絵冨集成；第2巻）．日本国
ンター
13.広河睦一編著（1999），チェルノプイリ「消えた458の村J ：写真記録．日本図書センタ－
14. イリー ン， L.A.著； （木村智子〔ほか〕訳） (1998），チェルノプイリ。虚偽と真実．長崎ヒ
パクシャ医療国際協力会
15. イレツシュ， A著； （鈴木康雄訳） (1987），チェルノプイリ：融けた原発の悲劇：現地ルポ．
読売新聞社
16.貝原浩画＠文（1992），風しもの村から：チェルノプイリ＠スケッチ．平原社
17.松岡信夫著（1988），ドキュメントチェルノプイリ，緑風出版
18. メドページェブ， G著； （松岡信夫訳） (1990），内部告発：元チェルノプイリ原発技師は語る．
技術と人間
19. メドヴェジェフ， Z著；吉本晋一部著（1992），チェルノプイリの遺産．みすず書房
20. モー ルド， F.R.著； （小林定喜訳） (1992），目で見るチェルノプイリの真実．
22.本橋成ー著（1993）ヲチェルノプイリからの風．ポレポレタイムス社
23.本橋成一写真（1994），無限抱擁：チェルノプイリ＠いのちの大地．リトル＠モア
24. NH K編（1990），調査報告チェノレノブイリ原発事故〔映像資料〕（NHK特集名作100選）．
NHKサービスセンター
25. 日本評論社編（1986），チェルノブイリ原発事故．日本評論社
26.奥原希行本文；ウラジミール，シェアチェンコ撮影（1988）、チェルノプイリ＠クライシス：
史上最悪の原発事故Photo全記録．竹書薦（TakeBooks) 
27. 「オフトザー パー 」（英紙）編： (JI ［中子真〔ほか〕訳） (1986）.世界を震憾させたチェヌレノブイ
リ藤発惨事．サンケイ出版（サンケイ＠ニュースブック）
28. ポー ル， F.著； （山本檎美子訳） (1989），チェルノプイリ．講談社（講談社文庫）
29. リー ド， P.P.著； （高橋健次訳） (1994），検証チェルノプイリ刻一刻．文芸春秋
30.高木仁三郎著（1986），チェルノプイリ：最後の警告．七つ森書館
31.高木仁三郎〔ほか〕共著（1987），われらチェルノプイリの虜四：ドキュメント・日本原発売
島を扶る．三一書房（三一新書.984) 
32. 田代ヤネス和温著（1987）ヲチェルノブイリの霊の下で．技指と人間
33. 内山正史＠藤元憲、三編（1997），放射線被ばくの社会的評価：チェルノブイリ事故から学ぶ
（放医研環境セミナーシリーズ； No.24）.放射線医学総合研究所
34. ヤロシンスカヤヲ A.著；和田あき子訳（1994）.チェルノプイリ極秘：隠された事故報告．平
凡社
く英文著書〉
1. Gittus, J.H. [et al.] ; with a foreword by The Lord Marshall of Goring (1988), The Cher-
nobyl accident and its consequences. United Kingdom Energy Authority 
2. Ilyin, L.A. (1995), Chernobyl: myth and reality.説egapolis（和訳1998)
3. Medvedev, G.; translated from the Russian by David MacRae; with a foreword by An-
チェルノプイリ原発事故による放射能被災者の心理的影響に関する研究（ 2) 
drei Sakharov and author’s preface to the American edition, (1991), The truth about 
Chernobyl. Basic Books 
4. Medvedev, Z.A. (1990), The legacy of Chernobyl. B.Blackwell 
5 0 羽edvedev,Z.A. (1990), The legacy of Chernobyl. W.W.Norton 
6 • Mould, R.F. (1988), Chernobyl : The real story. Pergamon Press （和訳1992)
7 • Read, P.P. (1993), Ablaze: The story of the heroes and victims of Chernobyl. Random 
House 
C：被爆者に関するもの
く和書〉
1.アレクシエーピッチ， s.著； （松本妙子訳） (1998），チェルノプイリの祈り：未来の物語．
岩波書店
2 0 坂東弘美著（1991），とどけウクライナへ：私たちのチェルノブイリ救援日誌．
3 0 カー ター ， M.〔ほか）著； （小中陽太郎監訳） (1996），チェルノプイリの子どもたち．教文
館
4 0 コペルニツキー， R.著＠ケリー＠プライアー編； （槙朝子訳） (1995），ライモンダの日記：
チェルノプイリと迫害を逃れ，アメリカへわたったユダヤ人少女．ほるぷ出版
5 0 広汚隆一写真＠文（1992），ニーナ先生と子供たち：チェルノブイリから．小学館
6 0 広瀬隆著（1988），チェルノブイリの少年たち：ドキュメント＠ノベル．太郎次部社
7 0 広瀬経著（1990），チェルノプイリの少年たち：ドキュメント＠ノベル．新潮社（新潮社文庫）
8 0 シチェルパク， J.著： （松岡倍夫訳） (1988），チェルノプイリからの証言．技術と人間
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領域における著書や解説書も、広島＠長崎
との関連で記述されているものも少なくな
い。かなり多くの著書が外国から翻訳され
ている。
また、わが国は原子炉による電力供給へ
の依存度がかなり高いので、原子炉事故そ
のものが深刻に受け止められていることが
あげられよう。
B）チェルノブイリ事故の説明 e危険性
原子力による電力の供給や原子爆弾とい
った原子力行政は、どこの国においても国
家的な事業である場合が多い。したがって、
安全性の確保に関連したその事故といった
ことは、国家機密の一部として穏蔽される
ことも少なくない。原子力の問題と危険性
および情報の公開性は微妙な問題をはらん
でいる。チェルノブイリに関する
されている情報は、この点で様々なレベル
がある。また、個人の積極的な援助活動が
結果として正確で、中立的な情報を提供し
ていることになっていることもある。この
点、で広河隆一氏の活動は大きな貢献をして
いるということができる。
C）被爆者について
直接被爆者に面接し、被爆者の生活や内
的な経験について記述したものも少なくな
い。この中でアレクシェヴィッチの『チェ
ノレノブイリの祈りJやシチェルバクの『チ
ェノレノブイリからの証言』は貴重な記録と
してあげられるだろう。心理学的な影響の
調査にとっても、このような面接を通して
のナレイティヴな記述の手法が大きな力を
有していることを理解することができる。
D）医学的 e理学的な調査
これは読者の範囲が限られることが多い
が、身体的な影響のみでなく、食品への放
射能の影響など、チェルノブイリの事故後、
世界的に起こった食料汚染などの問題など
も重要な関心としてとらえられていること
がわかる。
3 " 3 チェルノブイリ原発事故の被災
に関する心理的影響について
これまで発表された報告をまとめておき
たい。日本にはまとまったものはまだ報告
されていなしユ。これを一覧表（表2参照の
こと）にした。ここでは、研究者と発表年
度、研究内容、その結果、発表誌について
まとめた。これは2001年までに報告された
ものである。多くは英語で書かれているが、
口シア語のものも少なくない。ロシ
文に関しては、英文アブストラクトを参照
している。また、調査研究に関しては多く
チェルノブイリ京発事故による放射能被災者の心理的影響に関する研究（ 2) 7 
の論文において、研究者が複数の場合が多
い。原文にはすべての謂査研究者の名前が
あるが、ここでは筆頭著者名のみを示して
いる。共同研究である場合は、筆頭著者の
後にetalをつけている。
まず、心理的な影響を何によって測定す
るかが問題となる。災害の直後であれば
IES蝿R (Impact Event Scale revised）が
用いられることが多い。しかし、心理的な
影響が調査され始めたのは1989年前後から
であり、心的ストレスの急性期の時期はす
でに過ぎていると思われる。従って、測定
される道具は異ってくる。これまでの研究
としてはMMPI, DSMの簡易版の記述式
チェックリスト、ゴールドバーグ不安＠う
つ尺度、知能検査、神経心理学的な検査、
色彩選択テスト、スピルパーガー尺度、
QOL尺度、ツアイト性格検査などが使わ
れている。
使われる道具によって出て来る結果は違
ってくるので、時間的な経過を比較したり、
また地域の特色を調べたり、放射線の被爆
度による差異などをしらべることはできな
い。その研究自体から何が明らかにされた
か、ということに限定されてしまうことが
特徴である。この点では、医学的な調査が
甲状腺、血液など、調査対象の物質や器官
が限定されて、また出てくる資料も基準が
一定しているので、｛也の研究資料との比較
や違いを明確化することが可能であること
と、大きな違いがある。
これまでの調査研究でわかったことは次
のようなことであろう。
1 ）事故そのものがもっ恐怖体験として
のストレスが大きい。
2）被災地においては、一般的な心理的
影響として不安やうつ症状が示され
ることが多い。
3）地域住民が全員移住させられたよう
なところでは、ライブスタイルの変
化が心理的不適応を増大している。
4）胎内被爆の子どもの場合、言語発達
障害、知的発達障害、などが見出さ
れている。
5）事故を契機にして被災地ロシアから、
イスラエノレやヨーロッパ、アメリカ
への移住が行なわれている。この場
合、移住者の生活全般の適応障害な
どが認められている。しかし、これ
らの障害は移民による一般的な心理
的影響か、それとも放射線被爆の結
果によるものであるか明確で、はない。
3 ＂ヰ 研究の出典＠発表年
次に研究の出典および発表の年代別に調
べた（表3参照のこと）。
この表を見ると、心理的影響に関する研
究は1989年から始まっている。これは1986
年の事故後3年である。事故直後の混乱期
においては、まず身体的な保護や手当てな
ど医学的なものが優先されていることがそ
の理由であろう。 3年経過して、事故後の
急性期的な反応の沈静を待って、ょうやく
心理的なケアの時期に入ったということが
わかるように思われる。
また、心理的影響を調査する場合、基礎
となるべき放射線量の澱定や地域の特徴、
個人的な被爆線量などの測定値が明確にな
っていなければならない。しかし、これら
の基礎となるべき資料も、実際には共同研
究がなされるか、国家レベルのサポートが
ないと困難であることがわかる。なぜなら、
チェルノブイリの事故は国家的な管理もの
とで処理されているから、単独で住民や被
爆者との協力のみでは調査研究の資料を収
集することが困難だからである。
さらに、事故における重大性のレベルが、
第一に医学などの身体的ケア、第2に食料
や住居などの物質的ケア、そして第3に心
理的ケアという願序になることから、心理
的影響の調査研究が困難を有しているので
ある。さらに、第1、第2のケアには、
語や文化的な慣習などを考慮することは多
表2.心理的影響に関する研究一覧 0:コ
研究者 発表年 目 的 方法・対象 結 果
The dynamics of mental disadaptation ベラルシの被災地に 4年間住む人たち。 要約に記述なし。
285名（30歳から60歳）＝神経症、その他
Alexandrovsky, Y,A.et al 1991 under conditions of chronic stress in 類似症状グループ。 15人の男女（30歳かthe community of regions after the ら60歳）ニ正常グループ。性格、病理、Chernobyl accident. 心身症状を調査。
State of mental maladjustment in 要約に記述なし。 チェルノ被害における精神障害の種類、力動、
Alexandrovsky, Y ,A.et al 1989 emergency situations . Evidence from 処遣について。ストレスによる障害について考the accident at the Chernobyl Nuclear 察。
Power Station. 
Psychological analysis of children’s 被災10年後のウクライナ学童と青年。描 要約に記述なし。画を無作為に取り出して、性格特徴（ヒBatov,V,I. 1997 drawings about the Chernobyl nuclear ステリー、うつ、その他（MMPI？）にdisaster. ついて測定。
Integral individuality under radiation チェルノの清掃に関わった13人成人。 21 要約に記述なし。Bazylevich,T,F.et al 1993 人の男女＝放射線低照射グループ。 13名stress. ＝照射なし。 EEGおよび人格検査。
Psychological features of patients 急性放射線障害（ARS）をもっ85名（21歳 要約に記述なし。
Chinkina,O 1991 with acute radiation sickness follow倫 -52歳）。 48名の統制群。自己評価不安ing the Chernobyl Atomic Power Sta耐 尺度、人格尺度、 MWC(MentalWork-
tion disaster. ing Capacity）。
Coping with the stress of immigration チェルノからイスラエルに移民した708 65歳以上は言語学習、社会的支援の獲得などで
・among new immigrants to Israel from 名。 1993-1995年の聞に面接調査。平均 不利。 PTSDに関連した症状あり。
Cwikel,J.et al 1998 Commonwealth of Independent States 年齢47.5歳（SDll.8）。再面接は 1年3
(CIS) who were exposed to Chernobyl ヶ月後520名。
. the effect of age. 
Havenaar,I,M.et al 1994 Mental health problems in the Cherno- オランダとロシアの共同研究。精神的健 ライフスタイルの大きな変化。自信欠知、うつbyl area. 農の調査。 －不安、心的外傷などが見出された。
Long-term mental health effects of the 自己記述質関紙、面接。 DSM-IIIを使用。 被災地において、心理的樟害が高い、自己記述質問のストレス い。 DSM-IIIは18歳以下Havenaar,J,M.et al 1997 Chernobyl disaster : An epidemiologic の子持ちの女性に 被災地では、健康不安survey in two former Soviet regions. について下位臨床群が居立つ。
Mental health problems in the Gomel ゴメリ地区の疫学的調査。 15歳以上の 被検者の64,8%にGHQの異常サインあり、35.8%
1617名。 12項目の身体健康調査（GHQ) にDSMの精神障害サインあり（無感情症、不安
Havenaar,J,M.et al 1996 region (Belarus) : An analysis of risk とDS担－IIのチェックリスト。 障害、適応障害など）。 18歳以下の子どもをもfactors in an area affected by the つ母親の場合、精神健康問題が有意に多い。事Chernobyl disaster. 故が心理的問題の原因となっている。
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Screening for psychiatric disorders in GHO、ゴールドパーグ不安・うつ尺度、 尺度の信頼度は開題なし。結果については記述
an area affected by the Chernobyl dis- ブラッドフォード身体質問紙を施行。ゴ なし。
Havenaar,J,M.et al 1996 aster : The reliability and validity of メリ地区の第1期1617名。第2期268名。
three psychiatric screening question- いずれも18歳から65歳。
naires in Belarus. 
Consequences of the Chernobyl disas“ ゴメリ地区の疫学的調査。統制群はティ 身体的には差はない。心理的な苦痛など影響はHavenaar,J,M.et al 1999 ヴェール地区。第1期3084名の身体健蔵 大きい。ter Illness or illness behaviour? 調査GHQ謡査。
Health effects of the Chernobyl disas- 事故6年後、 3044名の疫学的調査。ベラ 群間には統計的には有意差なし。長期の影響は
Havenaar,].et al 1997 ter : illness or illness behavior? A ノレシの被爆地とロシアの対照群。自己報 あるかもしれない。com par・ativegeneral health survey in 告による調査。その後449名の再調査。
two former Soviet regions. 
Peculiarities of perception of the ra- チェノレノ被害の子どもの調査。 放射線恐怖症、学齢前の子どもに言語発達遅滞、
Kolominskii,Y,L.et al 1995 diation threat by children of different 知的障害。 10歳代後半に1犠牲者態度や自己破壊
ages. 的態産。心理的な支援の必要が示唆された。
The psychological development of 親が被爆した138名の子ども（6 7歳 言語発達に差： 6-7歳で18.1%対8.2%、10-と10-11歳）グループ。 122名の統制群。 11歳で10.1%対3.3%。情緒障害： 6 7歳で
Kolominsky,Y.et al 1999 
children from Belarus exposed in the 神経学的検査、心理学的検査、知能検査 20.1%対7.4%、10-11歳で18.1%対7.4%。知prenatal period to radiation from the など。 的に低い。甲状腺の機能には差なし。親の不安Chernobyl atomic power plant. と子どもの情緒障害とは抵い相模あり。
Psychological status of Chernobyl nu- 369名ニチェルノの操作主任。 110名＝べ チェJレノ・グループに健康関心、うつ状態、他
Koscheyev 1993 clear power plant operators after the つの操作主任。 MMPIを実施。 のストレスが高い。チェノレノの安全性の影響か、
nuclear disaster. 仕事以前の不適応かもしれない。
The psychosocial aftermath of the 9年後の調査。被爆地から離れた94名の 放射能被爆への不安、過去の政府の発表資料へ
Koscheyev 1997 Chernobyl disaster in an area of rela- 成人、 50名の青年。 の不信。健康の問題が起こるとチェルノ被爆の
tively low contamination. ことをよく考える。
Trauma and disaster as life disrupt” 移住させられた子どもたち。親の早期に 学校単位で精神的援助のプログラムを開発。
Kronik,A,A.et al 1999 ers A model of computer-assisted 死亡した人たちの支護。psychotherapy applied to adolescent 
victims of the Chernobyl disaster. 
チェルノ事故の胎内被爆者50名（9歳か EE Gでは胎内8-15週の被爆に、左前側頭葉
EEG,congnitive and psuchological ab- ら10歳）。EEG,IQ，臨床神経心理学検査、 領域が徐波・不規則波。 16-25週の被爆に左側
Loganovskaja,T,K.et al 1999 normalities in children irraiated in 頭葉に不規則波。 IQ抵下、境界線の出現。話
utero. し、言語発達、学習の障害あり。行動障害も見
られる。
The delayed effects on human brain 2段階で研究。 1）チェルノ被害者の大 要約に記述なし脳機能の臨床・身体的検査。 2）心因的
Niagu,A,I.et al 1992 functioning of the psychogenic and ra- 役割。 97成人（ウクライナ）自律神経失diation factors involved in the Cherno- 調、 25成人口被害なし、自律神経失調。byl accident. MMPI実施。
The psychological sequelae of the ac” 34歳－54歳の調査。 MMPI、色彩選択 ストレス状態、心気症的な訴えが荷い。問題解
Novikov,V,S.et al 1996 テスト（Liusher）、 Spilberger-Khanin決に心理療法が有効。cident. 質問紙を使用。
Psychiatric aspects of the accident at 1572名の疫学的調査。事故後2日から10 急性期の75%のストレス反応、 13%の神経症症Spivak,L,I. 1992 日（急性期）と 6ヶ丹後との比較。 状。中間期の29%のストレス反応、65%の神経症Chernobyl nuclear power station. 
症状。精神病反応：急性期3.8%、中間期0.8%。
Psychological features of post倒trauma剛 チェlレノ事故の清掃に 1-2ヶ月関わっ 要約に記述なし。
Tarabr・ina,N 1994 tic stress states in participants in the た71人成人（25歳から50蔵）。 PTSDにaftermath of the Chernobyl nuclear ついて測定o BlakeのPTSD面接法。
disaster. DSM-IIIR。IES尺度。
Psychological f eatur・es of radiation 66名（31歳から42歳）身体的に正常なの 要約に記述なし。Tarabrina,N 1994 チェルノ事故清掃参加者。危機意識とdanger perception. 
PTSDの31項目。
Risk factors for long-term mental and 1412名のラトピアの事故清掃関係者の調 リスク＠ブアクターとしては、 28日以上の清掃査。 労働、屋損の清掃、果物の摂取などが心身的障Viel,J,F.et al 1997 psychosomatic distress in Latvian 寄と梧関。しかし、放射能被爆と車接に関係がChernobyl liquidators. 
あるかどうかは今後の調査が必要。
7年後の諦査。 325名 (15歳－54歳）の被 経済的に貧困。やや心理的障害：被検者、男子
Viinamaki,H.et al 1995 The Chernobyl accident and mental 爆地の住人。対照群278名の非被燥地住 26%、女子48%、対照群男子28%、女子34%。wellbeing : a population study. 人。身体健麗調査GHQ。 G百Qには差なし。被爆者：男性に将来不安、
女性に長期の精神的健康不安。
The semistructured interview as a 面接法による心理状態の測定。ウクライ 要約に記述なし。
method for assessing the psychologi嶋 ナ人76名男子（26歳から61歳）。また、
Zaitsev,V,P.et al 1994 cal status of people who helped to Zeitsev性格検査、対人関係検査、 QOL
control the consequences of the Cher匂 尺度、 Luscher色彩検査を実施。
nobyl nuclear disaster. 
Psychological distress among recent 596名の移民グループとイスラエル生ま 不安障害のレベルは移畏グループに高かった。
Zilber,N.et al 1996 
immigrants from the former Soviet れの住民と比較。不安障害を疫学的面接 社会的な支援の欠如や個人の特性に関連。
Union to Israel・ I.Correlates of level 調査。
of distress 
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表3.研究の出典と年代別研究一覧
研究者 発表年 研究題毘 発表誌 使用言語
Alexandrovsky, Y,A.et al 1989 State of mental maladjustment in emergency situation: Evidence 
Zhurnal N evropatologii I Psikhiatrii imeni s. s. Russian 
from the accident at the Chernobyl Nuclear Power Station. Korsakova, 89 (5), 111…117 
Alexandrovsky, Y,A.et al 1991 The dynamics of mental disadaptation under conditions of chronic 
Zhurnal N evropatologii I Psikhiatrii imeni s. s. Russian 
stress in the community of regions after the Chernobyl accident. Korsakova, 91(12), 3-6 
Chinkina,O 1991 Psychological features of patients with acute radiation sickness 
Human Physiology, 17(4), 301-307 English 
following the Chernobyl Atomic Power Station disaster. 
Niagu,A,I.et al 1992 The delayed effects on human brain functioning of the psycho-
Zhurnal Nevropatologii I Psikhiatrii imeni s. s. Russian 
genic and radiation factors involved in the Chernobyl accident. Korsak ova, 92 ( 4),72-77 
Spivak,L,I. 1992 Psychiatric aspects of the accident at Chernobyl nuclear power 
European Journal of Psychiatry, 6 ( 4),207 212 English 
stat10n. 
Bazylevich,T,F.et al 1993 Integral individuality under radiation stress. Psikhologicheskiy Zhurnal, 14 (2), 25-34 Russian 
Koscheyev 1993 
Psychological status of Chernobyl nuclear power plant operators Journal of Traumatic Stress, 6 (4), 561 568 English 
after the nuclear disaster. 
Havenaar,I,M.et al 1994 Mental health problems in the Chernobyl area. 
Journal of Russian and East European English Psychiatry,27(2), 83-91 
Tarabrina,N 1994 
Psychological features of post蜘traumaticstress states in partici- Psikhologicheskiy Zhurnal, 15 (5), 67-77 Russian 
pants in the aftermath of the Chernobyl nuclear disaster. 
Tarabrina,N 1994 Psychological features of radiation danger perception. Psikhologicheskiy Zhurnal, 15 (1), 27-40 Russian 
The semistructured interview as a method for assessing the psy- Psikhologicheskiy Zhurnal, 15 (3), 117-122 
Zaitsev,V,P.et al 1994 chological status of people who helped to control the conse- Russian 
quences of the Chernobyl nuclear disaster. 
Kolominskii,Y,L.et al 1995 
Peculiarities of perception of the radiation threat by children of Human Physiology, 21(2), 199-201 English 
different ages. 
Viinamaki,H.et al 1995 
The Chernobyl accident and mental wellbeing : a.population Acta Psychiatr Scand,91 (6), 396-401 English study. 
Havenaar,J,M.et al 1996 
Mental health problems in the Gomel region (Belarus) An analy” Psychological Medicine, 26(4), 845-855 English 
sis of risk factors in an area affected by the Chernobyl disaster. 
Screening for psychiatric disorders in an area affected by the Psychological Medicine, 26 ( 4),837-844 
Havenaar,J,M.et al 1996 Chernobyl disaster The reliability and validity of three psychiat- English 
ric screening questionnaires in Belarus. 
Novikov 1996 [The psychological sequelae of the accident]. Voen Med Zh, 317(6), 57-62, 80 English 
Zilber,N .et al 1996 Psychological distress among recent immigrants from the former 
Psychological Medicine, 26 (3), 493-501 English 
Soviet Union to Israel I .Correlates of level of distress. 
Batov,V,I. 1997 Psychological analysis of children’s drawings about the Chernobyl nuclear disaster. 
Havenaar,J,M.et al 1997 Long“term mental health effects of the Chernobyl disaster: An epidemiologic survey in two former Soviet regions. 
Health effects of the Chernobyl disaster : illness or illness behav-
Havenaar,J.et al 1997 ior? A comparative general health survey in two former Soviet re-
g10ns. 
Koscheyev,V,S.et al 1997 The psychosocial aftermath of the Chernobyl disaster in an area of relatively low contamination. 
Viel,J,F.et al 1997 Risk factors for long-term mental and psychosomatic distress in Latvian Chernobyl liquidators. 
Coping with the stress of immigration among new immigrants to 
Cwikel,].et al 1998 Israel from Commonwealth of Independent States(CIS) who were 
exposed to Chernobyl: the effect of age. 
Havenaar,J,M.et al 1999 Consequences of the Chernobyl disaster : Illness or illness behav幽iour? 
The psychological development of children from Belarus exposed 
Kolominsky,Y.et al 1999 in the prenatal period to radiation from the Chernobyl atomic 
power plant. 
Trauma and disaster as life disrupters : A model of computer-
Kronik,A,A.et al 1999 assisted psychotherapy applied to adolescent victims of the Cher-
nobyl disaster. 
Loganovskaja,T,K.et al 1999 EEG, cognitive and psychopathological abnormalities in children irradiated in utero. 
V oprosy Psikhologii, 1, 26-33 
American Journal of Psychiatry, 154 (11), 1605 
-1607 
Environ Health Perspect, 105 Suppl. 6, 1533-7 
Prehospital Disaster Med, 12 (1), 41 -6 
Environ Health Perspect,105 Suppl 6, 1539-44 
Int J Aging Hum Dev, 46(4), 305-18 
Gedrag and Gezondheid : Tijdschrift voor 
Psychologie and Gezondheid, 27(1-2), 84-90 
Journal of g7！~~p~~~~~~o~~ and Psychiatry 
and Allied , 299-305 
Professional Psychology : 
Research and Practice, 30 ( 6), 586-599 
International Journal of Psychophysiology, 34 
(3)' 213-224 
Russian 
English 
English 
English 
English 
English 
English 
English 
English 
English 
ト4
N 
チェルノプイリ震発事故による放射能被災者の心理的影響に関する研究（2) 13 
くはないが、心理的影響の調査は言語を媒
体にしなければならないこと、被調査者の
側からの積極的な協力がなければならない
こと、政治的な配慮や力関係への配慮がな
されないようにすることが前提条件である。
これは他国から調査に出かける場合、決定
的な重要性をもっている。
これまで、心理的影響の研究は、医学的
研究の場合と同様に、ドイツ、フランス、
そして米国が多い。そのため、通訳や検査
＠測定用具の翻訳、標準化など資料の妥当
性を決定するための手続きに時間と金銭を
要することも、国内に友好的で時間の割け
る優秀な研究協力者を得ることに関しても、
国際的な研究の密難性を示している。我々
の場合も、僅かの研究費によって正確で有
効な資料を得ようとすることは、極めて困
難なことを予想しておかねばならないとい
うことになるだろう。
＜参考文献＞
研究的文献は表1および3に示している。それ
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International CollaborativεResearch on the Psychological Efects of 
Chernobyl Radiation Plant Accident : (2)
Psychological Efεcts. 
This is a second reoport of“A research on the psychological after effect on the ac刷
cident of Chernobyl Power Plant Station”. This report focused on the research per-
spective of the psychological after糊effectof the accident of Chernobyl Power Plant 
Station. There have been many writings of magazines and journals and also books. 
Most of the articles are the descriptions of physical conditions of people who suffer 
from the exposure of radiation of the accident and the change of the way of life. A 
small number of articles are on the research and observations of psychological condi圃
tion. It has been already 14 years since the accident. This report suggests that much of 
psychological reseach and care for the sufferers must be done in this field. 
